
平成30年度

赤十字血液シンポジウム 関東甲信越

参 加 費

無 料
事前登録は
要りません

主催： 日本赤十字社関東甲信越ブロック血液センター
共催： 日本輸血・細胞治療学会関東甲信越支部
後援： 日本医師会、日本輸血・細胞治療学会、日本臨床衛生検査技師会

本シンポジウムは以下の制度の単位となります：
・日本医師会 生涯教育制度
・日本輸血・細胞治療学会等が指定する認定制度
・日本薬剤師研修センター 研修認定薬剤師制度もしくは
日病薬 病院薬学認定薬剤師制度

・日本臨床衛生検査技師会 生涯教育研修制度

事務局 日本赤十字社関東甲信越ブロック血液センター 学術情報課
〒135-8639東京都江東区辰巳2-1-67 TEL:03-5534-7678

日 時 平成31年2月9日（土）13:30～17:10 [12:30 開場]

会 場 よみうりホール（読売会館 7階/B2F～6F ビックカメラ）
（東京都千代田区有楽町1-11-1）

プログラム

【第一部】 座長 東京都立墨東病院 藤田 浩
関東甲信越ブロック血液センター 高橋 雅彦

１．輸血後細菌感染の現状と対策
日本赤十字社 血液事業本部 後藤 直子

２．輸血用血液供給までの血液センターの取り組みについて

➀献血者確保の現状 －効率的な献血と予約献血－
関東甲信越ブロック血液センター 井上 慎吾

➁製造部門における取り組みと課題 －血小板製剤を中心に－
関東甲信越ブロック血液センター 松井 真澄

➂供給部門における安定的な運用に向けた取り組みについて
関東甲信越ブロック血液センター 脇谷 勇次

＜休 憩＞
【第二部】 座長 東京大学医学部附属病院 岡崎 仁

東京都立駒込病院 奧山 美樹

３．再生医療等製品の院内運用と輸血部門の役割
慶應義塾大学病院 田野﨑 隆二

４．大量出血症例における最適輸血療法とは
－エビデンスに基づいたガイドラインから考える－

国立循環器病研究センター 宮田 茂樹

交通：
・JR「有楽町駅」国際フォーラム口よりすぐ
・東京メトロ有楽町線「有楽町駅」D4、D6出口よりすぐ
・東京メトロ日比谷線or千代田線「日比谷駅」 徒歩3分
・東京メトロ銀座線or丸ノ内線「銀座駅」徒歩5分
・都営地下鉄三田線「日比谷駅」D4、D6出口よりすぐ


